
“協働”とは、「複数の教員が互いの強みを生かしながら、子供の最善の利益のために力を
合わせる」ことです。単なる分業ではなく、教員相互の視点を尊重し、情報を共有し、補い

合いながら、一人ではできない成果を生み出すという、チームとして子供を育てる「垣根の

ない学校」という一本の軸で統合する『より深い関係性を含んだ学校体制の構築』です。 

 

３ 今年度の重点施策 未来の守護者を育てる“垣根のない学校”をめざして

「学年担任制」から 『協働担任制』 へ進化  
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互いの強みや専門性を尊重し、「任せる」「頼る」ことを肯定的に捉える 

 

信頼（任せる・頼る） 

共有（目的・価値観） 

対話（違いを尊重） 

「連絡」「相談」「記録」の質を高め、「情報」「目的」「価値観」をそろえる 

 

違いを尊重し、建設的に意見を交わす、子供の姿を中心に据えた話し合い 

協 
働 
を 
支 
え 
る 
基 
盤 

○ 教員の負担増と温度差  ⇒ 打ち合わせや情報共有の時間の確保、全員の納得感の積み上げ 

○ 責任の所在のぶれ    ⇒ 学級・教科主担当の明確化とともに、学年チーム支援の形成 

○ 児童の安心感の低下   ⇒ 学級主担当を基盤とし、緩やかな学年・教科担任制等の実施 

○ 情報共有の質のばらつき ⇒ 共有フォーマット等、短時間で回せる情報共有の仕組み作り 

○ 制度の形骸化      ⇒ 〇〇ありきではなく、振り返りを重視したＤＣＡＰステップ 

○ 時間割と人的配置の制約 ⇒ 理念だけを先行させず、現実的で持続可能な制度設計の構築 

 

 

 

  学活や給食等を、学年
担任が週ごとに交替する
など、全員が担任として
多面的・多角的に経営 

特別支援学級との 
交流給食や体育・生活
科・探究学習・特別活
動など、交流及び共同
学習を積極的に推進 

学年全員で指導する教科を分担 
１人の教員が学年全学級の教科を担当
全員で学習の指導に責任を持つ 

算数・生活科・探究学習などは学年合同
で、学年段階や学習内容に応じて、習熟
度やテーマによって学習集団を編成 

学級経営  

学習指導  

集団編成  

特別支援  

学 年 担 任 制 

教 科 担 任 制 

交流及び共同学習 

学 習 集 団 

教員全員で支える 
 

話しやすい先生に、

いつでも相談できる 

子 供 の 安 心 感 

多様な他者との関わり 
 

主体性と学びの最適

化、自己理解の深化 

思考の幅の広がり 

統一した指導方法 
 

学級間の差が生じず 

質の高い授業の保障 

確かな学力の定着 

学習機会の広がり 
 

人間関係や学習面での 

刺激やモデルの獲得 

自己肯定感や自信 

指導の高度化 
 

役割分担、多様な指

導方法や視点を共有

支援体制の強化 

教員の強みを結集 
 

授業力・指導力の 

相互補完と人材育成 

授業の質の向上 

包摂的な児童理解 
 

多様な児童が共に学

ぶ環境と指導の工夫 

多様性と共感力 

情報共有の充実 
 

子供の良さを複数の

視点で多面的に把握 

複眼的な児童理解 
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全教員が、通常の学級でも
特別支援学級でも、同様に
指導できる体制づくり 

学級の枠も、学年の枠も
超えて、どの教員も、ど
の児童も、ワンチーム！ 


